
地区別事業概要

農業競争力強化農地整備事業 ほくりゅうみなみいち

事 業 名 地区名 北竜南１
農地整備事業

うりゅうぐん ほくりゅうちょう うりゅうぐん うりゅうちょう

関係市町村 事業主体 北海道
北海道雨竜郡北竜町 雨竜郡 雨竜町

事業目的
本地区は北海道北竜町・雨竜町に跨がり、恵岱別川の左岸に位置する平坦な地域

と傾斜地の混在する水田地帯であり、水稲を主体に小麦、大豆、そば、すいか、メ

ロン等を組み合わせた営農が展開されている。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化により用排水路の機能低下が著しく、用水不足や排水不良が生じている。加え

て、担い手への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、現況の水田の区画

は40a程度であり、労働生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により区画整理によるほ場の大区画化を行うとともに用排水路

の整備を行うことにより、担い手へ農地の面的集積を促進し、本地域の農業競争力

の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

446ha 35戸 3,946百万円 平成30～38年度

主要工事
区画整理 283ha

用水路 24km

排水路 ３km

揚水機場 １箇所

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

7,463百万円 5,148百万円 1.44 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：北竜南１地区土地改良事業計画概要書（北海道空知総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化農地整備事業（農地整備事業） 北竜南１地区



地区別事業概要

農業競争力強化農地整備事業 とよはらみはら

事 業 名 草地畜産基盤整備事業 地区名 豊原美原

のつけぐんべつかいちょう 公益財団法人
関係市町村 北海道野付郡別海町 事業主体 北海道農業公社

事業目的 本地区は、北海道別海町の北部に位置しており、広大な土地資源と冷涼な気象条
件のもとで草地利用型の酪農が発達してきた地域である。

しかしながら、地区内の草地は不陸が多いため、機械作業効率が悪く、草地管理
や牧草収穫作業に支障をきたしている。

このため、本事業により区画整理や農業用施設等の整備を実施し、生産性の高い
基盤を確保することで、安定した自給飼料生産により酪農経営のコスト低減を図
り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

812ha 64戸 1,488百万円 平成30～33年度

主要工事
区画整理 809ha
草地造成 ３ha
農業用施設整備 ３箇所

関連事業 －

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

1,460百万円 1,222百万円 1.19 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：豊原美原地区事業実施計画書（北海道農政部農村振興局農村計画課作成）



農業競争力強化農地整備事業（草地畜産基盤整備事業）　豊原美原地区

概　　　　要　　　　図
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地区別事業概要

農業競争力強化農地整備事業 ぼうようきたしべつ

事 業 名 草地畜産基盤整備事業 地区名 望洋北標津

しべつぐんしべつちょう めなしぐん らうすちょう 公益財団法人
関係市町村 北海道標津郡標津町、目梨郡羅臼町 事業主体 北海道農業公社

事業目的 本地区は、北海道標津町及び羅臼町に位置しており、広大な土地資源と冷涼な気
象条件のもとで草地利用型の酪農が発達してきた地域である。

しかしながら、地区内の草地は不陸が多いため、機械作業効率が悪く、草地管理
や牧草収穫作業に支障をきたしている。

このため、本事業により区画整理や農業用施設等の整備を実施し、生産性の高い
基盤を確保することで、安定した自給飼料生産により酪農経営のコスト低減を図
り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

530ha 55戸 1,978百万円 平成30～33年度

主要工事
区画整理 527ha
草地造成 ３ha
農業用施設整備 ３箇所

関連事業 酪農・畜産収益力強化整備等特別対策事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,945百万円 2,860百万円 1.02 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：望洋北標津地区事業実施計画書（北海道農政部農村振興局農村計画課作成）



農業競争力強化農地整備事業（草地畜産基盤整備事業）　望洋北標津地区

概　　　　要　　　　図
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地区別事業概要 
 
 

事 業 名 農業競争力強化農地整備事業 
農地整備事業 地区名 

 
 下

しも

大桑
おおくわ

 

関係市町村 岩手県一関市
いちのせきし

 事業主体 岩手県 

 事業目的 本地区は、岩手県一関市の中心部から西へ約５km に位置し、一級河川久保川及

び市野々川沿いの平坦地及び丘陵地に広がる農業地帯であり、水稲を中心とした営

農が展開されている。 
本地区の農地は、前歴事業により一部 20a 区画に整備されているが、ほとんどは

10a 程度の未整備で、農道も狭小であり、大型機械導入の妨げとなっている。また、

水路は用排兼用の土水路であり、水管理や維持管理に多大な労力を要しており、水

田営農効率化の妨げとなっている。 

このため、本事業により区画整理による大区画化や用排水施設を整備することで

生産性の高い優良農地を確保するとともに、事業を契機に設立予定である法人への

農地集積の加速化を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。 

 事業概要    受益面積    受益戸数    総事業費     工  期 
   46ha    49戸   1,361百万円 平成30～35年度 

主要工事 区画整理 46ha 

関連事業  

費用対効果    Ｂ：総便益    Ｃ：総費用  Ｂ／Ｃ  算定方式 

1,706百万円 

 

1,184百万円 1.44 総費用総便益比方式 

 概要図  別添のとおり 

  

 
出典：下大桑地区土地改良事業計画概要書（岩手県農林水産部農村計画課作成） 





地区別事業概要 
 
 

事 業 名 
農業競争力強化農地整備事業 

農地整備事業 
地区名 後

ご

藤川
とうがわ

 

関係市町村 岩手県八幡
はちまん

平
たい

市
し

 事業主体  岩手県 

 事業目的 本地区は、岩手県八幡平市の中央部に位置し、赤川右岸に広がる農業地帯であり、

水稲を中心に飼料作物等を組み合わせた営農が展開されている。 

本地区の農地は、昭和 20年代に整備されているが 10ａ程度の小区画が多く、耕作

道も狭いため大型機械導入の妨げとなっており、担い手への農地利用集積が進まな

い要因となっている。また、水路は用排兼用の土水路であり、安定的な用水確保が

できず維持管理にも多大な労力を要しているほか、水路底が浅いため排水不良を来

たし、作目の多様化が困難な状況である。 

このため、本事業により区画整理による大区画化や用排水施設を整備することで、

生産性の高い優良農地を確保するとともに、事業を契機に設立予定である法人と経

営規模拡大を目指す担い手への農地集積の加速化を図り、本地域の農業競争力の強

化を図るものである。 

 事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工  期 

103ha 224 戸 2,444百万円 平成30～39年度 

主要工事  区画整理 103ha 

   関連事業   

 費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式 

3,183百万円  2,250百万円 1.41 総費用総便益比方式 

 概要図  別添のとおり 

  

 
出典：後藤川地区土地改良事業計画概要書（岩手県農林水産部農村計画課作成） 



概　　　要　　　図

農業競争力強化農地整備事業（農地整備事業）　後藤川地区
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